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ま え が き

古くから紀州木の国といわれ、７７％が森林で占められている本県は、林木の生
育に適した温暖多雨な気象条件のもとで、林業生産活動が活発に行われてきまし

たｏ

森林資源の内容は、人工林率61％、ha当たりの蓄積181m3で全国的にみても優
位にありますが、人工林は、保育、間伐を必要とする林分が大半を占めており、

また､広葉樹資源は、その保続と利用開発が要求されています。
一方、木材生産のみならず、自然環境の保全形成等公益的機能の高度発揮と緑

資源の維持造成に対する県民の期待はますます高まってまいりました。
また、県土の63％を占める山村地域は、従来から農林産物の供給、水資源のか

ん養、県土の保全等の重要な機能やすぐれた自然と文化を持ち、県民生活に大き

な潤いを与えてまいりましたが、このような山村の役割に対する都市住民の要請
は、一段と高まってまいりました。しかし、地域をとりまく生活環境、就労の場

等生活条件は依然として厳しい状態におかれていますｏ
このように、森林・林業及び山村に対する多様化する要請に応えていくために

は、現状を正確には握し、有効に施策を展開することが必要であります。

本書は、本県の林業と山村の現状を図表等によりわかりやすく集録したもので
すが、林業関係者はじめ各方面の方々に広く活用していただき、本県林業の振興

と山村地域の発展の一助にしていただければ幸いと存じます。
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和歌山県管内図（森林計画区配置図）
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土地利用の状況１ 森 林

（１）林野面積･……･･県土の77％は森林

本鼎の林野面積（昭卿161年４月現在）は363,672

で、県土面積の77％を占めている。このうち民有

は95％で、国有林は５％にすぎない。

の他
４％

国有叩
１９．４７
Ｊ 戸 の

罰 匡 ⑫

電」市町村別林野率図
対象森林
は638ha

民有林のうち地域森林献じ
は、343,561ha対象多横巾
（注）林政課業務資料
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廐爾調50̅65%未満
[-コ50%未満
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(注)昭和61年４凡林政課業粉質料
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(2 )森林資源……･…人工林率61%

民有林のうち人工面積は、209.863haでその薪積は、38,074,876mJ(181ma/ha)となってお

り、全国的にみても優位にある。
1%
3,902
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隠蕊蕊剰30̅50%未満
同30%未満
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人エ林樹種別構成
3.2％(マツ）
6.770畑 0.4％(広莱樹）- 8 7 2 h a

ー - - - - - ー

110,835ha
209.863118

91.386ha

〔材械〕
〔スギ]２.０１７万nｆ I(ヒノキ)1,699万１･f

人エ林齢級構成（面積）スギ・ヒノキ

（》
h8

40.000 ３７６
(IM３３８

(1n
２８８ 単位：百ha

（）内は％
275 (14)
側）

20.000
１５４ １４６
(8) (7)

８６ 8０７７７２(4) :１-:-r: (4)(4) (3)而
械 (3) (2)

１ n m W v Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ X X I 皿 泗 以 上
齢級

軍

スギ91,386ha
(注）昭和61年４月林政課業務賓科

ヒノキ110.835ha
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( 3 ) 森林施業計画………増加する認定面積

伐採や造林・保育竿の群林施薬をj;l･IIIII的に推進-するため作成する森林施粟;l"の認定面馴は､年々
jW川し、５９年度末現征では、民有林(IIWj林を除く）の68%に当たる230,903haとなっている。
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230,000

220,000

210.000
,惚
;iZ200,000
県
0II・l90.000
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1１,７１９
■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
-
-

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
一

一

12,306
一

Ⅱ■■■■■■■■■■■■■
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市町村別認定カバー率（59年度）

ヴマ 岩出

高野和歌山市

美里町 花園海南市
一

彰輌一》一汗 １

１

美山村

鰯
畠ご雲浜町

南鋼Ⅱ村印
中辺路町

鞠
部町

服野町．
大塔村

灘 ,.,、’１
-Ｊ

”凡 例

蝿 認 溌 虚
ⅢⅢⅢⅡ60̅80%未溌
剛40̅㈹%未濃
蔚悪霊鬮鋤̅40%未満
ヨ２０％未満

’

(注)昭和59年度末林政課業務資料
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２ 造 林 … ･ … ･ ･ 年 々 減 少 す る 造 林 面 積

戦後活発に行われた人［造林は、昭和30年の12,167haをピークに減少を続け、59年には、l,213ha

となった。樹種別にはヒノキが78％に当たる948haを占め、賓金別にみると補助造林が53%に当

たる643haとなっている｡

造 林 面 積

ａ
Ｆ-’０↓-．Ｌ--：！」’１１１０１Ｆ，。，-！ｉＦＩＩ●１１，-

ｈ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ
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的

釦

伽

印

２

２

１

１
穴‘露

1.213……造林面積"Ａ
619･･….うち拡大造林

'f58
773

…うち再造林

患農 亀 患 亀
59年5８5７5６5５

樹種別造林面積

％昨Ｉ．！ｉ』１１１１１』！！！ｉ』！．！-！』-１１-１１１１」

鋤

帥

柵

釦

０

０１ ５ - １ 0.･その他
･ … ス ギ淫

l,009

･･･ヒノ寺。

お

■L笹

孔

５ ５ ５ ６
(注)林業課業務資料
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資金別造林面積

ha
2,mOl

一・》

2,000

一

1,印０

その他造林
12ha

1,"O
自力郡造林
l50ha

､公社･公団･膿有造林
l84ha

融箇造ﾑド
224ha

5⑪

補助造林
643ha

軍

０
5５ 5 ６ ５ ７ 5８５９年

- ８ -



３ 林 道 ･ … … ･ ･ 急 が れ る 林 道 整 備
民有林林遊の総延雌は60年４月１日現在で784路線l,653kmとなった。

で林道密度は3.43m/haとなっている。
そのうち自仙車遊は1,178km

林道開設の推移（-般・林総・林構）

事業費（億円）
1 ５ ２ 0 ２ ５ " ３ ５

延 長 ( m )
m ,00050 ,00040 ,M30 ,mO20 ,000年度

認,236 5５

壕 鯉弱Ⅲ ３5６

5７“,095

｜llllllllll 5８５2,8

5９50,0

管理主体別林道延長（自動車道）林道開設種類別実績（公団等含む）

公団５躯、'蜜"

(注)昭和59年度末林政課業務費料
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市町村別林道密度図（60年４月１日現在自動車道）

蕊鍵獅=7-C一戸 田町
岩出

加鯉』照’

瀞 （雲、、。》

御ッ 綴

肌
由■■笠･雲涙町

｡①

鋤鵬
■■

本官町

寺 ■ 巳寺 ■ 巳
● ● ● ■ ■ ● ■ ■ ■ ● ■ ■ ● ● ■ ■ ｡ ■● ● ■ ■ ｡ ■

熊野ｊｉ
鞠辮識鐸歸懲 大塔村 舎 包

□ ■ ●

■蕊謹 ｜
’

一 ヶゴ ー

電すさ
●p●p

凡 例
林道密度
500m以上
3.00～5."m未満

2.印～3.00m未満
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林産物の牛産

( 1 ) 素材生産屋

昭和59年の素材生産盆は過去５年のうち鹸低となり、４年連統して400千m｡を下回った。

また、素材の用途別比率は製材用が83％を占めている。
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( 2 ) しいたけ生産愚
山村農林家の賢砿な所得源となっているしいたけ生産趾は安定している。
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(3)木炭生産麓･…･･…根強い需要に維持される備長炭の生産

燃料革命により減少を焼ける木炭生産も、本県特産の備長炭の良さが見直
さえられて生産趾は安定している。

見直され、根強い需要にさ
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( 4 )その他の特用林産物生産量
しいたけとともにlll村農林家の所得源である特用林産物の生産砧は、年によって牛産品が不安定

である｡
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( 5 ) 山 林用種苗
山行苗木生廠iltは年々減少し、55年と60年を比較すると52%減少した。

山行苗木生産量の推移
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５林業所得 “ … … ･ 減 少 した生産林業所得

木材生産が大半を占める生産林業所得は木材価格の低迷等による伐りびかえから減少が統いてい

る。

百万円
堕，

",615
O的印，

単位8百万円
18,噸

16,0㈹ 15,7%

咽l4,糠
12459 12.351

一一
の蕊栽副・野蕊12,帥0 1l.344

蓼 ”咽10,

59年5５ 鑓 5７ 5８

林業粗生産額（59年） 部門別生産林業所得（59年）

林野副産物6６

識雲
：哩字

(注)生産林業所得統計報告閏
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６製材工場･……･･減少著しい製材工場

製材工場は年々減少傾向を示しており、特に外材製材の減少が大きい。また、国産材専用工場は、
全体の33％を占めているが紫材入荷麓は13％にすぎず、外材専用、国産材・外材併用工場に比べて
規模は小さい。

製材工場数等（59年）
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(35,563柵） 21219｡ 念｡

1.0231６０２７１ 906 893

従業ｊｌ数
(3.253人）

類型別製材エ場数と入荷量（59年）

O " 4 0 釦 別 1 0 0

(国産材専用工場)幅廉材･外材併肌[場）（外材WJVIIg場）

1 3 4 1 1 0 1 6 3

｜I旨場数
(407）

！

158_.､ '192=.､･･･. . . .銭-l ,106

素 材
人何品
(1,456
千㎡） 一薑畢蛮

県下製材工場の推移

(注）木材諦給搬告書
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年 次 総 工 場 数 うち国産材専用 うち外材専用 うち併用
5５ 461 162 178 121
5６ 451 149 １７７ 125
5７ 439 １５０ 168 １２１
5８ 411 137 １６２ 1１２
5９ 407 134 163 １１０

対55減少率 .11.7% .1７.３ △8.4％ △9.1%



７ 木 材 需 要

（１）木材需要･…･…停滞する木材需要

木材需要量は、５４年まで1,800千㎡台でほぼ横ばいの状態が続いていた力､５５年以降減少した。
５９年の木材供給は国産材21%(319千ma)外材79%(1,230千m8)となっており依然として外材比率が
一 凸

働い。

緬細》外材
癌耀翅国産材釦旧
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素材入荷愚の内訳（59年）
他県材5％

その他3％

轤彦

木材の用途別需要量
１９ Ａ そ ‘ ) 1 m Ｕ ､ ｂ 光

Ｓ

醤
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｜

( 2 )住宅建設（全国）………低迷する住宅建設

住宅蒲工戸数は59年からやや回復剛向にあるが、木造率の低下等から木材需要は伸び悩み深刻な間

’

’
題となっている。
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千戸

l . M

1.269 l , " 6
pglODD●Q
01IDD■■q
U1BpD■■q
”？、､■■q
qB●p､■■q
4UDDOQdQ
MDODpgQ

:5181：
QQOObD■｡
¥ q l ● p p O Q
DgOO■ppq

1.1"1,1461,137』梨 ９ ９ ０ １
O9 1U 1 D I O
g■ d 4 D ﾛ ﾚ ｻ

；；；；DqQ90B90
D Q p l■ 9 9 9
0Q qC q 6 I q
U■Od91Qq
DDOqO11q
DDUg9dQq
OpBedqUQ
FOD■Ｑ■4■‘“４．
QCDD■■qQ
Q D ■ ｡■ ｡ ■ ■
q f p e e ■ ､ ■
■COD■■■■
q q ■ ｡e ● Q g
q ■ ■ 00 ■ U g
q D ■ ■
e ■ ､ ■
ロゥロ０９０リロ

ＤＯｐ６ｑＯ’o
DOOOQサOb
Db00qODD

::;::::；

灘００．，，００１
０ ０ ■ ■
E C ■ q
D - q - D ■

Ｔ ｂ ■ q
U q D d

EUDU qQ qD
1 D P B 0 q O O
p D p h d U 8も
ウDBDQQQe
Q ･ D B 0QOG
１pBBq■ｑ甲
I 9 D b Q Q 4 e
q O 9 B g U 0 q，別６：
dq 9 ﾔ b D Q U
n■DeDD■O
BqqgD■■■
ｌ■qlq■■■
ﾛ ﾛ 0 0 8 0 ■ g
pnq nCD■■
ﾛ■U p D O g g
■G5ＢＴ■■■

。

l｡Om ←非木造
曇

Ｄ

Ｄ

ｐ

Ｕ

Ｄ

Ｐ

ｇ

ｏ

ｅ

０

０

９

９

０

■

０

６

■

、

、

■

Ｐ

ｒ

Ｄ

９０９０？０９■

7５ 髄4５ 6町

影
52％

弱４

鯵
Ｅｎａ
錫
４８％

知

９ ｡ ←木造

5 ５ ５ ６ ５ ７ 記 ５ ９ 帥 （ 見 込 み ）

（和歌山県）
戸

10,0mr9･745
や 、 、

Ｌ、

一縫》8.2448,339
もも

職 7,2357 ,558
6 , 噸 も や

．造木乍３←

…魂認
９
認
魂

・
ｅ
Ｇ
ｈ
や
争
巴
ｂ
ｂ
ｑ

▼も、、。八ＭＵも毛やも

一
臆
侭
５
廣
恥

｡ q ， q も 、 ○

縫蕊
、 、 ｡ 、 毎 q

44.5％
、 ｡ ｑ ， ､ ､ ､

734
5,MO

４
ｂ、 ｂ■

4,014 3,713３

､5％｡ ⑪ 、

篝謬鯵鯵鯵鯵。
弱 ５ ６ ５ ７ ５ ８ ５ ９ ６ ０ （ 見 込 み ）

- 1 8 -



１

( 3 ) 木材価格………低迷を続ける木材価格
５０年を基準とした木材価格の変動は54,55年に急上昇したが56年から低下し続けている。その中で、

製材品及び米つが丸太は59,60年と横ばい状態にあるが、国産材丸太は依然として低価が続いている。

製材用素材価格（50年＝１００）本県
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､ "、ざ

両謁漏-５̅<聴中丸太9０

(27,600円）

木材製品卸売価格（50年＝１００）全国

１

１

指

数

宮部.紙〕～Ｚ

蕊
１

１
が正角
200円）１

１

正角
000円）

ひのき正測
(86.200III)(注）木材需給鰕告鍔
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８林業経営 "…… ｡著しく低下した林業収益率
育林労黄、伐出労賃単価の上昇は、５０年のl.5～l.6蹄となる一方、

林業経営の収益率は著しく低 1̅ざしてきた。

山元立木価格は0.83倍と低落し、

200 ５８年
伐出労賃単価指数１62(9,402円）

指
数

ａＵ晶卜

､指澱1４ 37円） 急
ノ

／

100
、イ

猯数83(2６ ,700FI)
Ｉ

山壷立木価価縮1M"'
｜’
‘’

5 ０ ５ １ ５ ２ ５ ３ ５ ４ ５ ５ ５ ６ ５ ７ ５ ８ ５ ９ 年

(注)林業統計要覧

一心》
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９ 林 業 就 業

（１）林業就業者数…･･･…減少を続ける林業就業者
５５年における林難就業者数は4,077人で、３５年に比して69％の大躯な減少を示している。
また、林業自営者と林業労働街の比（55年）は、３：７となっている。

林業就業者数の推移

15,0

望

ロ

10,0

5,0

40 503５ 4５ 5５

蕊ン 国勢調査による。
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q･、

(2)林業就業構造………高齢化する林業就業者

３５年には全体の半数以上を占めていた如才未満の林業就業者は、５５年には価か13彫に減

少し、逆に40才以上が大半を占めるようになり、著しく高齢化が進んでいる。また30才未満
は僅か４％にすぎず、後継者の確保が亜要な課題となっている。

年齢階屑別林業就業者数

0 2０ 4０ 60 8０ 100%

３５年
(13,363人）

（．》
4 0年
(6u882人） ２２７

４５年
(5,956人） ００

５０年
(5,014人）

５５年
(4,077人）

農 業
(69,011人）

今産藁
(499,416人） 一

”

農業・全産業は5奔

MIII29才以下彦舅30̅39才『覇40̅59才｢60才以上
国勢調査による。

-２２-
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１０林家と林研グループ
（１）林家…･･･…大半を占める零細規模の林家
保有林5ha以下の林家が全体の駒％を占め、零細な規模の林家が多い。また、山林の保有
目的は、規模が小さい林家ほど財産保持的な意識が強い。

保有山林規模別林家数

§響

（

淫，

-２３-
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( 2 )林業研究グループ…心･…活躍する林研グループ
地域林業の中咳的担い手である林研グループは現在44グループ(1,165A)あり、各方面で活躍し

ている。

」

釦
グ
ル
ー
プ
数

会
員
数

硬 調

一

●

軍1０

３ １ ＆

狸 興 高 田 草 賀 都

０グループ数 2０10

1６青 年 の 山 造 成 248

1９ 一》娩溌溺溺蕊溺溺群露蕊蕊静溺藩誘弼溺溌露漉〃潅蕊溌溌溺蕊露溺露溺潅露育 林 ・ 経 営
輪蘇癖弼露露濡弱麓醗諺濡 670

育 苗 と 育 林

高度集約林業経営

剛グループ数
E翻碑成員数

謎謎謎

育林と特用林産物

し い た け 栽 培

０ 人 数 １ ０ ０ 300 4側200 印０
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森林組合………望まれる森林組合の育成強化
森林組合数は44組合で、組合側総数は23.216人(1組合平均527人）、出演金総額は382,751千円

(n8,698gFIリ）となっている。また、作業班の有する組合は25組合で作業班数はl,012人である。

１１

森林組合組織状況の推移
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０
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日

８
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2釦

釦０

1431411釦

払込済出資金
（百万円）

131

'㈹ 艶

灘
組合数

駒

０

2３

組合員数
（千人）

全県に対する森林組合の占める割合（59年度）蝉

林 業 戟 業
（4ｍ7人）

者造 林 面 積
(1,213ha)

素 材 生 産
(343ｍ㎡）

媒）民有林面積
(M4,1"ha)

14組合
22,414m0
6.5％

1f弁Ｌ叩ﾘ｢イIuu州
39.078ha78%

(注）昭和59年度林政課業務資料
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１２県土の保全…･･…･県林業関係予算の３割を占める治山事業

林地の崩壊を防止・復旧する治山瑚業や保安林改良、生活環境保全林の３
は、林業関係一般会計予算の約３割を占めている。

生活環境保全林の整備など治山関連事業費

治山事業の推移（事業費）
億円 3.442,866千円
3４

3 , 1 7 3 , 2 9 4 3 , 3 W…鉈

亀2,1253,0帥,234
30

配

恥

2４

醜

20

1８

鞭珍三郷=霧０

（》

-２６-



事業別内訳(60年度）

1０ 50％2０ 3０ 40

鍵鍵蕊蕊鍵鍵議蕊議蕊灘復 旧 治 山

J().600千円(I192予 防 治 山

､甥

海岸防災林
造 成

保安林改良

ｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ

８

１

６

１１１

｜

；

１１１

生 活 環 境
保全林整側

地すべり防止

松くい虫被害
緊急対策治山

亜要水源山地
整 伽 治 山

淫

そ の 他

-２７-



林地開発許可の実績（55～59年度５箇年間）

件数 1０ 2０

Ｉ．

レジャー用地

呼紗宅地・別荘地

土石の採取

そ 他の

合 計

（、》面積 200ha100ha

(注）昭和59年度末林業操業務資料（迎絡澗整分を含む）
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13森林の機能…･･年額5,716億余円の公益的機能
森林は、木材生産のほか、県土の保全、水資源のかん養及び生活斑境の保全・形成等多面的
機能を有し、県民生活に大きく貢献している。この森林のもつ公益的機能を計愈化すると年額
5,716億円の効用を県民にもたらしていると評価している。

森林の公益機能の評価
5,716EIリ
(100)

潔

l,942億円
(34)1,463imirl

篭蕊鐵鐺鐵柵
浄 酸 機 保 機 水 機 野 機 土 機 土
素 生 砂 砂

化 供 健 源
鳥 流 崩給 か

機 。 休 獣 出 鰯
ん大 保 防 防

能 気 能 養 能 養 能 謹 能 止 能 止

水
源
か
ん
養

機

能

料資

保
健
休
養
鏑

機

能

諜政林

酸
素
供
給
・
大
気

浄
化
機
能
明１年０

総

額

姉昭ｊ注ぐ

保安林の種類別面積（民有林)80,880ha･淫

謹
その他2,224ha

（３％）
注：保健2.383ha

風致183ha

保安林甑の重複については
上位保安林へ計上している。

(注）昭和60年3)l末現在林堆,卵業務資料
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１４森林保菌

松くい虫による被害は沈静化してきたが、スギ、ヒノキのせん孔性害虫による被害が各地に発生し

始めている。

松くい虫被害と防除実績
㎡ ha

ＯＯＯ50,0"
47,2印

被害材積

2,385釦,⑪０

マニ

… ‘

30,000
予防面積

駒０
、_里凶
18498

1,291 1,2491,266
20,mO

Ⅳ､錨１ 13,mO
13,989

10,噸 8,246
9.3

4,900(12月末）
６

０
5６ 5９5７ 5８ 60年(兇込）

ー

…
スギ、ヒノキせん孔性害虫防除実績

15.0加
賜

ギノアカネトラカミキリ10

５
ギカミキリ

６０年度

(注）林業課資料
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1 ５ 鳥 獣 の 保 護

森林レクIノエーションの一つである狩猟は、５９年度に7,839件の免状交付、5.853件の登録証交付

を行なっており、鳥獣捕礎数は、烏額で34,778羽、獣類で10,496噸となっている。一方、適正な狩

猟と鳥獣の保護管理を図るため、15,291haと休猟区と6,958haの銃猟禁止区域を設定するとともに

22,2181mの鳥獣保護区を披けている。

登録証交付件数免状交付件数

零Ｗ

目的別鳥獣保護区設定状況捕獲制限区域

（準

愛
護
地
区

誘
致
地
区

集
団
繁
殖

集
団
渡
来

森
林
鳥
獣
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１６和歌山県林業の諸指標

毒

一
守

'ツ

-３２-

区 分
土地面積

(55年10月１日）

森 林 面禎

(59年度末）

林 野 率

(58年度末）

人工林率

(59年度末）

人工林面積
（民有林）

(59年度末）

和 歌 山 県 ④
ha

472
千ha
363 7７

％
６１
％ 千h日

211

全 国 ⑥ 3７，７５３ 2５，２７７ 6８ 4０ ７，６６９

対全国比(sx100） １．３ １.４ ２．８

本 県 の 順 位 3０ ２５ ８ ８ 1４

区 分
人工林蓄積
（民有林）

(59年度末）

人工林ha当
蓄積(民有林）

(59年度末）

林 道 密 度
（民有林）

(58年度末）

造 林 面 積
(民有林）

(58年度）

素材生産鼠

(59年）

和 歌 山 県 ④
m$

36,631
ma/ha
１７４

m/ha
3．１３

(60.43.43）
１,２４９

ha 千nｆ
343

全 国 ⑧ 1,046,030 １３６ 3．６２ 1０２,２２２ 3２,５１１

対全国比(sx100） ３．５ １．２ １．１

本 県 の 順 位 ５ 1１ 3８ 3０ 2８

区 分
乾しいたけ
生 産 量

(59年）

白 炭
生 産 品

(59年）

くるちく
生 産 量

(59年）

谷 わ さ び
生 産 獄

(59年）

し ゅ ろ 皮
生 産

(59年)

和 歌 山 県 ④ 130.4
ｔ

２,４１３
ｔ 千束

６．９ ４．５
ｔ

５．６
ｔ

全 国 ③ １６,６８５．３ ６，９４７ 4１．９ 1,０７２.８ ５．７

対金鬮比{8×'00） ０．８ 3４．７ 1６.５ ０．４ 9８．２

本 県 の 順 位 2７ １ ２ 1３ １



露

(注)11980年世界農林業センサス

２昭和59年３月31日現在、林野庁「森林資源現況」

３１９８５林業統計要覧

４昭和59年木材溌給報告書

５昭和59年特用林産物需給表

６昭和59年生産林業所得統計報告書

鑿

-３３-

分区
素材滞要爺

(59年）

外材輸入率

(59年）

林 家 数

(1980センサス）

林 業 卑業
労働者数

(1980センサス）

生 産 林 業
所 得

(58年）

和 歌 山 １ M @
千師

1,５４４ 7９．７
／、○／

2８，５５０
●■毎ｆ

３,１４４
人 百万円

1２．３５１

全 国 ⑧ 6３，９５６ 5０．７ ２,５３１,３００ 110,259 683,545

対金圃此(8×100） ２．４ １.１ 2.9 1．８

本 I M の 噸 位 1０
. ◆ -

I勘い
方から ９ 4０ １１ 2】



１７森林資源並びに林産物生産等の見通し

（ １ ） 和 歌 山 県

（ｱ）森林整備の目標（民有林）

亀

(注）現況は地域森林計画による。

(ｲ）造林及び伐採の見通し
単位:ha、千m8

毒

-３４-

現 況
(61年度） 65年度 70年鹿 75年度

人 工 林
面 積 （ 千 h a )

材 積 （ 千 m s )

209.9

3８，０７５

２１１．９

4４，４９９

２１３.４

4８，８６９

214.0

５１,２４０

天 然 林
面 積 （ 千 h a )

材 積 （ 千 m ' )

129.8

１４,５６６

１２６．１

１４,７５４

123.6

1４，９５６

122.0

1５,１２８

そ の 他 面 積 （ 千 h a ) 3.9 ４．０ ４．０ ４．０

計
面 横 （ 千 h a )

材 積 （ 千 m 9 )

343.6

5２，４６１

342.0

5９，２５３

3４１．０

6３，８２５

340.0

6６，３６８

人 工 林 率 （ ％ ） 6１ 6２ 6３ 6３

6５ 7０ 7５

再 造 林 ２．２００ 2,770 ３,２８０

拡 大 造 林 410 1６０

天 然 更 新 920 １,１９０ 1,250

計 3,530 ４，１２０ ４,５３０

主 伐 402 576 739

間 伐 160 1７１ 163

計 562 747 902



(ｳ）林産物生産の見通し

軍

(注）現況は凧業務資料による。

(ｴ）林道、治山整備の目標

鰹

(注)l現況は眼業務資料による。

２保安林整備而秋の現況は60年３月末

-３５-

現況(59年鹿） 65年度 70年度 75年庇

素 材 （ 千 m 8 ) 343 562 741 902

生 し い た け ( t ) 419 580 640 700

乾 し い た け ( t ) １ ３ ０ 205 230 250

白 炭 ( t ) 2 , 4 1 3 2.450 ２，４７０ ２，５００

さ ん し ょ （ ‘ ） ’ 3６ 8０ 8５ 8５

ひ ら た け ( t ) 246 340 380 400

現況〈59年度） 65年度 7()年度 75年度

林 道 延 跿 ( k m ) 1,１７８ １，４５３ 1,８０３ 2,228

林 迫 密 度 ( m / h a ) ３．４ ４．２ ５．３ ６．６

作 業 道 延 催 ( k m ) 1６９ ２1９ 4()４ ５５４

治
山
整
備

荒脆地整備率（％）

荒廃危険地整備率(％）
山地災寄危険地
盤 備 率 (％）

1９

１４

3６

4(）

3４

4９

6０

5４

6４

80

7１

7９

保 安 林 整 備 （ } 唾 ） 8００８８０ 82.314 8３．７６４ 8５．２６４



' 2 ｝ 全 国
（ｱ）森林資源整備の目標

…

(注） (l)現況は、51年４月１日現在の状態を示す（年間伐採趾は51年度）。

下段（）書は、５６年３月31日現在（年間伐採髄は58年度）。

(2)目標とする森林資源の状態は、各年度の４月１日の状態を示す。

(3)目僚とする森林資源の状態の面積は、国土利用計画（全国計画）における昭和６０

年の森林の目標面積を基翠とし、６１年度以降について林道開設計画による森林面積
の減少を見込んで算定したものである。

(4)人工林欄の（）は内数で、現状は人工林であるが、自然的条件、社会的要請等
により特殊な施業を行うことにより針広混交林等一定の林型に誘導すべき森林であ

る。
(5)「森林資源に関する基本計画」並びに「亜嬰な林産物の器要及び供給に関する長

期の見通し」に加算（昭和55年５月）

～

”ｌ
ｌ

-３６-

区 分
指向する
森林資源
の 状 態

現 状
目 標 と す る 森 林 資 源 の 状 鯉

61年度 ７1 8１ ９1 1０１

面
種
（
万
地
）

総 数

人 工 林

天 然 林

除 地

2，４７０

(４９）
1，２３９

１,１６１

７0

2，５２６
(２．５２８）

(４９）
９４４
(９９０）

1，５１０
(１，４００）

７２
(１３９)

2，４８２

(４９）
1,１１４

1,２９８

７０

2，４７７

(４９）
１,２１９

1,１８８

７０

2，４７４

(４９）
1，２３５

1,１６９

７０

2，４７２

(４９）
１.２３７

1,１６５

７０

2，４７０

(４９）
1,２３９

1，１６１

7０

蓄
積
（
百
万
㎡
）

総 数

人 工 林

天 然 林

除 地

3,３０８

(８４）
1，９４３

1，３６４

１

2,１８６
(２．４８４）

(４７）
７９８

(１．０５４）

1,３８７
(１．４２８）

１
(1)

2，５５８

(６５）
１,２３８

1，３１９

１

2，９２７

(８５）
1，６５９

1，２６７

１

3,２０４

(１０３)
1，９１４

1,２８９

１

3，３０８

(１１４）
1，９８４

1,３２３

１

3，３０８

(１２２)
１,９６２

1,３４５

１

人 工 林 率 ( ％ ） ５２ 3８
(39） ４６ ５１ ５１ ５１ ５２

ha当たり蓄積（㎡） １３８ 8９
(98） １０６ 1２２ 1３３ 1３８ １３８

年間伐採凪(百万㎡） １１３
４５
(４０） ５８ ７１ ８９ 10３ 1１０



|イ）林産物需給の見通し

(単位：百万㎡）

淫

(注 ) (１ ) ( )は工場残材で外数である。

（２）「森林資源に関する基本計画」並びに「重要な林産物の需要及び供給に関する長

期の見通し」（昭和55年５月）

（３１実瑠の下段（）内数値は、昭和59年実績である。（木材需給報告書）

》←

-３７-

区 分 昭和51年
実 綱 ６１年 ７１年 １０１年

需

要

製 材 用 材

パ ル プ 用 材

合板・繊維仮・削片板用材

しいたけ原木・薪炭用材

そ の 他 用 材

計

57‘４
(４１.２)

開
（１ ;Ｉ
(＃ 2）
Ｉ）
2.9
（一）
1,７
(1,1)
（７
IM

６）
１）

６２．６

(7.0）
３６．１
(３．０）
1４９

3.6

１.２

(１０.０)
１１８.４

６５４

(7.5）
４４．９
(3.3）
１７.６

4.1

1.2

(１０.８)
１３３.２

供

給

国 内 供 給 量

輸 入 盆

計

（＃
6６
(3２

IM

;）5)
１

２

６
１

１

戸、〕４岨弔０１▲

(１０.０)
４６．２

７２２

(１０.０)
１１８.４

(１０．８）
５７．７

７５５

(１０．８）
1３３．２

８７．９

輸 入 通 の 比 率 （ 影 ） 6３
(50
４
l ) ６１．０ ５６．７
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第 2 山村編
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山村地域（振興山村）及び過疎地域図
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山村振興法該当区域
（29市町村） ‘ワフ

過錬地域町村(16町村）
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１山村・過疎地域

（１１山村・過疎地域…･…･県土の65％を占める山村‘過疎地域
山村地域及び過疎地域の県内にしめる地位

一

電

(圧）５５年国調、1980年段林業センサス、1975年山村カード

耕地面積は経営耕地面積

(2)人口動態･……･･人口減少が著しい山村及び過疎地域

山村地域及び過疎地域と全県の人口

”

(注)1国勢調査による。

２△は減少を示す。

３６０年は概数である。

-４０-

種 別 全 県 ( A j 山村地域旧） (BI/(A)% 過疎地域(C) (C)/(A)%

人 口 （ 人 ） １,０８７,０１２ ８３，２２９ 7.7 ７４．２４０ 6.8

面

樋

(ha)

総 土 地 面 積

林 野 面 積

耕 地 面 檀

4７２,３１８

３６２，９６８

３５．２５９

２９６，５７８

２７２，６９３

5，３１３

６２８

７５．１

１５．１

２４８，９９７

２３０，３４９

3，４７８

５２．７

６３．５

9.9

地 域 別
実 数（人）

昭和35年 4(） 4５ 5０ 5５ 6０

全 1,002,191 1,026,975 1,"2,736 1,072,118 1,087,012 1,087,191

山村地域 132,401 113,136 97,019 89,068 83.229

過疎地域 120.128 103,224 86,781 帥,066 74,240 69.108

地 域 別
墹 減 率 （ ％ ）

35～4０
年
４０～４５ ４５～５０ 50～５５ ５５～６０ ３５～６(）

全 県 ２．５ 1.5 2.8 １．４ 0．０２ ８，５

山村地域 .1４．２ .1４.２ △８．２ △６．６

過疎地域 △Ｌ１．１ 41５.９ △７．７ △７．３ △６．９ △４２．８



人口の増減（３鐸＝１００、全県と過疎地域）

←.._--.-.--.)__._.-..･---･･-･̅ .̅.̅ f(1．-．.̅ .̅.一..．（ 1 . ” 千 入 ） （ 1 . I B 7 千 人 ）
全県

①

(1釦ご臥)-，

(指鋤
l "

”
●

8０

過疎･･.．↓

むら
70

（69千人｡-や ̅一口 ｡ ｡ ｡ c , ． ）
6０露

３ ５ ㈹ ４ ５ 釦 ５ ５ ６ ０ ( 年 鹿 ）

(３1山村の年齢階層別人口の動き（振興山村）…･…･老齢化する山村の年齢構成

（彫、人）

掌

- 4 1 -

昭和40年 4５ 5０ 5５
40年を100とした推移

40 4５ 50 5５

０
～

１４才

実 数

柵成比

３３，２６３

２９

２４２８２

２５

1８,８４１

２１

１４．９６２

１８
１00 ７３ ５７ ４５

1５
～

29才

実 数

榊成比

１９,２４７

１７

１５,１９４

1６

1４．７２０

１７

１３,６７８

1７
10０ ７９ ７６ ７１

3０
～

44才

実 数

構成比

２３,４２０

２1

１９,７６６

２0

1６，１８７

1８

１３，４５０

１６
１００ ８４ ６９ ５７

4５
～

64才

実 数

柵成比

2４．９４８

２２

２４,１３７

２５

２５，２４７

２８

２５，９５３

３１
1００ ９７ １０１ 1０４

65才

以上

実 数

柵成比

1２,２５８

１l

1３，０３５

1４

１４，０７３

１６

１５，１８６

１８
10０ 1０６ １１５ 1２４

針
実 数

構成比

１１３，１３６

1００

９６，４１４

100

８９,０６８

10０

８３，２２９

1００
1００ ８５ ７９ ７４



(4) 産業別就業人口 第１次産業が最も多い山村の就業構造
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２山村地域の産業
（１）山村林業の地位

(注)1980年林家カード、５５年国勢調査、ｌ兜0年農林業センサスによる。
鑿

(2)保有山林規模別林家数

璽字

(注)1%O年農林業センサス、1980年山村カードによる。

-４３-

山村地区Ａ 全 県 Ｂ A / B %

林 野 面 機 ( h a ) ２７２，８２３ ３６２，９６８ ７５．２

森 林 蓄 積 （ 千 ㎡ ） ３４,１８１ ４１,３９６ ８２６

林業就業人口（人） 3，２３６ 4．０７７ ７９．４

林 家 ． 戸 数 （ 戸 ） 9，７４８ ２８，５５０ ３４．１

林 家 数

山村地域 構成比 全 県 栂成比

0,1～１ha未満 3，２６４戸 ３３５％ １３，１２１戸 ４６.０％ ２４９ ％

１～５未満 3，９５１ ４０.５ １０,４５４ ３６．６ 3７．８

５～１０未満 1,１７９ 1２.１ 2，４０９ 8.4 ４８．９

１０～２０未満 ７５３ 7.7 1,４１１ 4.9 ５３４

20～釦未満 ２５５ 2.6 ４５７ 1.6 ５５．８

30～５０未満 1８０ 1.8 ３３９ 1.2 ５３１

50～100未満 1０５ 1.1 １９７ ０．７ ５３．３

１００以上 ６１ 0.6 1６２ ０.６ ３７．７

計 9．７４８ 1００ ２８,５５０ １00



(3)人工林面積の推移 (上段：４畔、下段：５５年）

一

軍

(注）1980年農林案センサスによる。

I41山村農業の生産性

”

(注）１．生産農薬所得続計、農林業センサス'二よる。

,"土地室痩催一語諜需
生産農業所得労働生腿性＝農業専従者(基幹的農業従事者）

（過錬日T村の労働生産性は16町村の単純平均）

-４４-

区 分 森 林 １ j j M ’ 人工林【ｍ欄 人厄休 : 擢

山

村

地

域

全 部 山 村 の 町 村

一部山村を含む市町村

小 計

154,717
154.626

161.926
159.885

316.643
314,511

86.645
104.620

77,358
94.948

164.003
199,568

5６
６８

８

９

４

５

5２
６３

そ の 他 の 地 域
４

０

５

８

５

４
●

。

０

８

５

４

19,913
19.021

3９
３９

県 計 367,197
362.991

183.916
218,589

5０
６０

区 分
過 疎 町 村

4５ 5８

全 県

4５ 5８

農業粗生産額（百万円） ４，６２７ 10,133 57,761 1l0,5帥

土 地 生 産 性 （ 千 円 ） ７５ 220 １１９ 256

労 働 生 産 性 （ 千 円 ） 300 363 417 626

助力耕うん機
農用トラクター所有（台） ５,２５１ (55）

６，３０４ 36.272 (55）
3８.１７９



(5)製造品目別工場数

寵

(注）県山村対漿保閏べ

(6)山村観光客の推移
(千人）

蓮．

(注）県観光課調べ

-４５-

工 場 数

51年 52年 5 ３ 年 54年 ５５年 ５７年

衣 類 品 等

木 製 品

電 気 関 係

化学製品･加工品

そ の 他

４

９

４

４

０

６

２

１

5９

２６

９

８

９

４

０

６

０

９

６

１

１

１

6６

８

５

１１

２７

6７

１１

６

６

3４

6２

１０

５

3１

１５

計 111 111 109 117 124 123

4０ 4５ 50 5５ 5９

高 野 山

甜 神 温 泉

本 宮 温 泉 郷

1,130

蛇

的

1,055

4０

148

1,1鮪

４６

1９３

1,241

蠅
麺

1,836

445

３

全 県 １０,８３５ 17,359 20,2箆 23,679 24,625



(7) 市町村別ふるさと産品名一覧

〆 -

蝉

-

”

-４６-

那
務
所

市 町 村 橘 ふ る さ と 厳 I W : f i - 一 覧 表 （上段 ： 既 存 産 品下段：掘り起し産品）
海

単

美 里 町

（真国･細野･国吉・災谷毛原）
野 上 町
( 志 賀 野 ）

柿
山 菜

柿
笹 ゆ り

朔幻

ノＩ

梅

山 椒

那

測

桃 山 町
( 細 野 ）
粉 河 町
( 鞆 渕 ）

花 木 （ 切 物 ）
グリーンアスパラ

柿
翻 I介地野菜
ト、ホウレン

（トー手
ゾウ）

シシトウガラシ
商;令地目f菜（エンド
ウ、胡砥、いん《γん）

コ ン ニ ャ ク

伊

都

高 野 町
( 全 町 ）
花 剛 村
( 全 村 ）
か つ ら ぎ 町
(四郷・天野）
橋 本 市
( 恋 野 ）
九 度 山 町
( 河 根 ）

み よ う が
木 工 品
こ ん に や く

田 舎 み そ
干 し 柿

柿

花木(こうやまき．しきみ）
薬 草

花木(高Yfマキ､シキミ）
薬 草
ワ サ ビ

木 工 ・ 民 裟 品
ホ ロ ホ ロ 烏

シ ャ ク ヤ ク

椎 茸

花 き （ 菊 ）
昆 虫

菊

椎 茸

有

Ⅲ

広 川 町
( 津 木 ）
金 屋 町
(石垣・岩倉）
消 水 町

( f " . " )

シ キ ミ

斑；命』也野染（ししと
う力すらし、トマト）

グリーンアスパラ
商冷地野菜（ししとうが
もし．トマト．キュウIｊ）
花き(カーネーション）

千 両

椎 茸
花木（しきみ）
山 椒
間 伐 材 加 工 品

た け の こ

花き(菊､スターチス）

陶 器

椎 茸

日

商

川 辺 町

(＃鷺）
叩 ！ 津 村
( 全 村 ）
美 山 村
( 全 村 ）
印 南 町
( 典 饗 ）
南 部 川 村
(商城・滑川）
竜 神 村
( 全 村 ）

上 ラ タ ケ

グリーンアスパラ
ホ ロ ホ ロ ル ､

椎 茸
蹄３噸剰ししとうがらし）
千 両
花き（シャクヤク）

梅
千 両
椎 茸
自 然 馨

千 両
梅

紅 八 朔

梅
高 野 マ キ

梅
山 菜 ・ 加 工 品
備 奨 炭

花木（さかき）

花 き （ 菊 他 ）
農 産 加 工 雌
椎 刈 ：

上 ラ タ ケ

ア メ ノ ウ オ

上
一

フ タ ケ

杣 ｆ

花木（しきみ）

ｆｒ
ＢｎＵ工木



．錘

湾

-４７-

県
率
務
所

市 町 村 名 ふ る さ と 産 品 名 一 一 覧 表 (磯驚り穐鍵:）

西

牟

婆

田 辺 市
(秋津川・奨野）
中 辺 路 町
( 全 町 ）
日 置 川 町
(三舞・川添）
大 塔 村
( 全 村 ）
白 浜 町

(f:M)
す さ み 町

（周参兄・佐本大都河・三舞）

梅
柿

花 き （ - ）
山 椒
佗 き （ 摘 根 カ ス ミ
車、菊、エンーゼル）

山 菜 加 工 品
商冷地野菜（ししとう
からＬ - 運 みとうが）

上
一

フ タ ケ

花 き （ - ）
民 芸 品
花き(菊･スト･ソク他）
グリーンアスパラ

ス モ モ

椎 茸
ブ ロ イ ラ ー
緑 茶
水 産 ・ 加 工 品
椎 茸
山 椒
レ タ ス

山 菜 ・ 加 Ｔ 品
商 腿 キ ジ

み か ん

花木(さかき、しきみ）

早生温州みかん

梅

梅

東

牟

婆

古 座 町
( 田 原 ）
熊 野 川 町
( 令 町 ）
本 宮 町

(協．三』）
北 山 村
( 全 村 ）
新 宮 市
( 商 田 ）
那 智 勝 浦 町
(太田・色川）
古 座 川 町
( 全 町 ）

ボ ン カ ン
乾 燥 ヒ ジ キ
コ ン ニ ャ ク

シ キ ミ

緑 茶
花木（黒芽ヤナギ他）
シ キ ミ
民 芸 品
椎 茸
山 菜 加 工 品
緑 茶

花 き （ - ）
ワ サ ビ

花 き （ - ）
み そ

茶
柚 子
椎 茸

ジ ャ パ ラ

薬 草 ・ 薬 木
イ チ ゴ

柚 子

花木(シキミ･サカキ）
柚 子
施 設 野 菜
み そ
イ チ ゴ

花木（しきみ）

花木（しきみ）

苗木(スギ･ヒノキ）

木 工 品
花 き



３生活環境………整備が急がれる生活環境
’1）過疎町村の施設整備状況

雪

(注）県山村対策課調べ

竜

-４８-

区 分 4１５年 59年

道

路

道路（国・県・町村・農林道）

道 路 密 度

舗 装

４,６３６km

'9.3ﾂｲ皿

5,544km

22.3『ﾛ/伽

45 . 3％
(63.8％全県）

山 村 開 発 セ ン タ ー
コミュニティセンター｝等の整備 ２ 箇所 1６ 箇所

無 医 地 区 数 (46年）
４1地区

(60年）
２５地区

学
校
統
合

小 学 校 （ 分 校 も 含 む ）

中学.校

１４0校

6 ０ 校

1 0 5校

4 ３ 校

山村集落
550蕊落
に対して

テレビ共聴施設整備築落

へき地築会所のある築落

飲料水施設のある築落

(55年）
８４％

(55年）
７７％

(55年）４５％



(2)盛業集落における生活瑁境の状況

鐸

(注)(1)1980年農林業センサスによる。
(2)農業蕊落数は、和欣山市、海南市の市街化区域内纂落を除く数字で、以下の数字
もそれに対応する数字である。
（）農典蕊落数は、全典落数字。

琴

-４９-

農

業

集

落

数

農

家

・

戸

数

市 町 村 道

通
っ
て
い
な
い
集
落
数

延
長
割
合
５
割
以
下
集
落
数

幅
興
錨
、
以
上
の
道
路

舗
装
率
５
割
以
下
集
落
数

-一般生活道

通
っ
て
い
な
い
集
落
数

延
長
割
合
５
割
以
下
集
落
数

幅
員
叩
、
以
上
の
道
路

舗
装
率
５
割
以
下
集
落
数

医
療
施
設
ま
で
的
師
以
上
の
築
落
数

水 道

水
道
が
な
い

蛭
溶
数

の

集

落

数

将
及
割
合
５
割
以
下

し
尿
を
自
家
処
理
し
て
い
る
集
落
数

し

て

い

る

集

落

数

ご
み
（
可
燃
物
）
を
自
家
処
理

排
水
路
に
処
理
し
て
い
る
集
落
数

家
庭
雑
排
水
を
河
川
・
農
業
用

集
会
施
設
の
あ
る
集
落
数

集
落
・
市
町
村
管
理
の

実

数

全 県

山村地域

(1,600)
1,534

4呪

57,769

11,"２

駒

4２

1,158

3帥

267

171

130

4７

1,166

427

721

361

207

136

490

310

（〕、）
（ｕソ
Ｐ、Ｕ

340

467

331

353

236

l,"4

324

1,215

銘１

比
率
％

全

山村地域

3.3

8.5

75.5

79.3

17.4

34.8

8.5

9.6

76.0

86.8

47.0

73.4

13.5

27.6

31.9

63.0

39.0

69.1

30.4

67.3

23.0

48.0

69.4

65.9

79.2

77.4



Ｉ

或Ｕターン者数

〆 ．

軍

山村対策課調べ

へ》

-５０-

５０ ５１ ５２ ５３ ５４ ５５ ５６ ５７ ●トー
１
■

美 梨 町 ２５ ３0 ２３ ３０ ３0 １９ ２９ ３５ ２２１

高 野 町 ３０ ２1 ４３ ３３ ３２ 11 1４ ２３ ２0７

花 園 村 １３ ９ １５ 11 ６ ３ ４ Ｉ ６２

清 水 町 ３５ ２０ ２９ ２６ 1２ ２５ ４６ ２８ ２２１

中 虚 村 ３６ ４１ ３７ ウワ
臼 耳 ３１ 1９ ２４ １７ ２２７

美 山 村 ５ ５ ９ １７ 1４ 1６ １５ ２０ １０１

鯏 神 村 ２８ ３０ ２７ ４２ ２９ ４９ ６２ ６２ ３２９

中 辺 路 町 ９ 1８ １８ ２７ ３３ ２４ １９ ２５ １７３

大 塔 村 ３６ ２３ １７ ２７ ４６ ２９ １９ ３３ ２３０

日 圃 川 町 １８ ２４ ３１ ２２ ４０ ３８ ２８ ４７ ２４８

す さ み 町 ３２ ３０ ２７ ４0 ３１ ３３ ２７ ３７ ２５７

古 座 町 ４０ ５４ ３９ ６５ ５１ ４９ ３０ ４０ ３６８

古 座 川 町 ２０ ２６ ２４ ３0 ３８ ５３ ５６ ８３ ３３０

熊 野 川 町 １３ １６ １５ １２ １９ ３0 1９ １２ １３６
本 宮 町 ６６ ５４ ４５ ６0 ７３ ２７ ３７ ２９ ３９１

北 山 町 １ １ ４ ２ ２ ４ ３ ４ ２1

計 ４０７ ４０２ ４０３ ４６６ ４８７ ４２９ ４３２ ４９６ 3，５２２
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森林資源現況表１

昭和61年度

雪

･叡

’

Ｉ

(注〉国有林面祇には林迩、姐物 ｡

- 5 2 -

一

"盤 域
而
梢

林

野

率

林 野

i n i ffi 材 禎

国 有 林

ｍ 樅 材 横

I M I f

Ｐ ̅

①イ

5８

5９

6(）

６１

1７２，３１８
知″』Ｐ‘Ｊｐ凸口唖 ３１８

472 322

472 346

472 4'1７

7７

7７

７７

7７
７７

363,092

363 4５１

363 ‘1４２

363 558

363 672

４３，８７３．０２１

4５ 705 680

4８ 677 446

5０ 952 403

5４ 861 072

1８，６２６

１９,08０

1９，２８７

1９，３５４

１９．４７３

１,８７３,３１８

２０１０ ４１０
２ 1１４ 870

２ 1４.１ 978

２１８９ 683

34‘1．４６６

3",３７1

34@1,１５５

34‘1.204

34.１,１９９

,１１,９９９,７０３

１３ ６９５ 270

4６ ３８９ 576

4８ ８０７ ､1２５

5２ ６７１ 389

海

草

祁 歌 山 市
海 Ｉ 櫛 市
野 上 町
美 里 町
Ｆ 津 町

汁

２０

６

３

９

３

４３

634

１７６

８

087

964

755

3３
４６

６２

8０
2０

４６

／ ６ ７

２837

２4０８

７306

８

2０．０６６

′７６９

３1２

２２２

774
8<l

2．１６３

830

667

８１３

034

340

684

‘168

468

２０ 761

２０.７６１

６ 249

２ 837

２ ‘1０８

『』 3()６
798

1９．５９８

7‘１９

312

222
０心。｛少ｆ『Ｊ■日

8４

２,１４２

０

６６７

８１３

０３．１

340
923

那

賀

淵 出 町
打 田 町
粉 河 町
那 賀 町
侭 志 川 町
桃 山 町

叶

４
４

７

２
２

４

２６

281

560
785

983

228

870

707

３６

５２

５５

３８

２０

５３

４６

１529

２390

４305
１ 12‘１

452

２，５６２

1２，３６２

1２５

227

４７８

106
５４

268

１,２６１

902

472

932

188

212

723

429

296

217

513

9.311
9.582

1８,８９３

１233

２ 1７３
‘１ 305

１ １２４

4５２

２，５６２

1１,８４９

1１６

217

４７８

1０６

541

２６８

1，２４２

１

890

９３２

１８８

２１２

723

536

伊

都

橘 本 市
i 舟 野 口 可
か つ ら ぎ 町
j L 度 山 町
間 野 町
花 Ｉ 側 村

計
( 紀 の 川 計 ）

10

２

1０

４

１３

４

4６
116

786
008

４ル１

630
601

824
263
725

6５
‘1８

５２

６８

9５

９２

7３

５７

６，９７４

969

５，‘127

３ １６９

１２ 957

４436

3３ 932
6６ 360

865

】２２

６１１

384

1．８１２

5３１

4．３２７

７，７５２

184
8０１

338

656

206

523

708

821

２，１９３

２．１９３

３,１７４

3７１,０８１

３７１,０８１

410,735

６，９７４

969

5,&１２７

３１６９

1(） 764
‘Ｉ .１３６

３１ 739

６３ 1８６

８６５

１２２

６１１

384

１,.１･１１
5３１

３，９５６

７．３．１２

１８４
8()1

３３８

６５６

１２５
５２３

６２７

０８６

有

田

Ｉ

有 u l 市
湯 浅 町 .
広 川 町

備 町ｔ３
１コ

金 膿 町
消 水 町

計

３
ワ
ー

６

３

1l

1９
‘1７

653

070

5』1５

6‘1３

897

553

３６】

1８

３９

7４

2９

6８

9０

7０

664

810

４，８２７

１046

８ 1.11

1７ 619
３３ 1(）再Ｉ

7９

9２

５0７

1１７

3,１７１
４，９猟

6()８

774

１２２

573

828

036

９４１

1｡５７６

1,５７６

２４０,3@1６

2･１０,３@1６

664

８１０

4,827

１046
８ １４１

1６ ()41３

3１ ５３１

7９

5()７

1１７

２，９３０
･１,６９３

608

７７，１

1２２

５７３

８２８

６９(）
５



写

淫

野

-５３-

人 [ 1
６oW０月lロ
国努調査
(慨数）

679

639

６３９

639

638

3２，５８３

3０ ０７９

3０ 1２８

3０ 128
3０ ()9７

343,787

3.13 732

3.1３ ５１６

343 565
3@1３ 5６１

４１,９６７,１２０

4３ 665 1９１

4６ 359 ４４８

4８ 777 297
5２ '1６１ ２９２

207,760
２０８ ４１８５

２０８ ８７６

2()９ １２４

２０９ ８６３

2８,７８５,３００

3(） 252 ６３９

3２ 522 ３４８
１蜂も

毛
〃

■

口 83(） ６1(i
3８ 07,1 876

3１,３９６
3０ ー 一 夕 勺

砂初⑪

3０ ２４５

3０ 293

2９ 796

1３,１８１,８２０
13,｡1１２ 552

1３,８３７ １００

１３．９‘1６ 6８１

1.1.5“ 416

４,６３１
４６９１

４３９５

４ 148

３９０２

6０．４
6０ ７

6０ ８

6０ ９

6１ １

１,０８７0１９１

１０ ９６０ ６ ２ ｏｎ〉○口一口【ｆ■ 1０９ 806 .l ００８ ＦＤ ３２２ 654 1０１ 1１l ３ 4０１,３５７
一ひ ５棚 ２832 ３１２ 1３７ ７１０

､
8２ ８３１ ２０５０ 229 306 7２ ２５ 5０ ７７９

１ ‘1２ ２ 4()７ 222 7７１ 恥毛》再ｇｇＦ
β

９ Ｉ２． 1２９ .1７２ 1８５ ４０ ９７７９
【〃■ 3()６ 774 ０３４ ５,｡１･１５ 627 397 １州３ ルI６ 637 ･1１８ ７５ ５258

２９ １．３５５ 769 8２ 985 7０ 1() 880 ６５０ 7２ 1０５ 4９ ９ 1６ 437

4５ ２，８８７ 1９，５５３ ２０14０ ０３６ ８,004 9()８ 415 1０,７１４ １０２３１ 6２１ 835 41 483 ６１０

１233 1１６ 5９１ 1６０ 1８ 296 １,０６２ 9８ 295 1１ 1３ 2８ ０６６

１ 3７ ２ 172 217 ８５３ 脚 1０８ 773 １,２４７ 1０９ 080 l１ 4２ 1３ 576

２１ １,５９６ ４ 284 .１７７ ３３６ ２．７９８ ３１８ 432 １,３９５ 158 9０１ 9１ ６５ 1６ ８１１

1３ １,１１(1 １１１l 1０５ ()7８ ６８５ 6.1 580 ‘1０８ 4０ 498 1８ 6２ ９705

１ 2９ 4５１ 5.1 1８３ ４６ ６867 ３９８ @1７ 316 ７ 1０ 1５ 287
【４６ ３．１６ 2.555 268 377 １..１９３ 165 1５ １,０１１ 103 218 5１ 5８ ９052

4３ ３,１１８ 1１，８０６ 1,２３９ .118 ６，０９６ 682 1０７ ５，５２１ 557 3１１ 189 5２ 9２ 497

１７９ 2.528 6,795 862 656 ４．３５９ ‘182 ２，３５０ 304 1７４ 8６ 6.l 4０ ４７９
３ ２１０ ９(i６ 1２２ 5８５ ５２２ 7２ ８１３ .1１１ ‘1９ 772 3３ 5４ 1６ ２７２

2７ 7 “ 5.40(） １０ 578 ３．７３０ 1４２ ５１７ １０５２４ 1６８ 0６１ 14６ 6９ 2３ ２３０
『Ｉ ２４０ ３1６２ 384 ､1１６ ２ ()7８ 263 814 １｡()d1３ 120 602 4１ 6６ 【Ｊ日 39.1

1() 1,,1｡l１ 1２５ ８ ５２３ １,１３ 584 ２0 9４ 3０１ 5４１ 4７ 7９ ７ ０５４
一 ．Ｉ ４３６ 5３1 523 ３７３７ 458 l()５ 8-1 7３ 418 1１５ 8４ ６９３

２１６ 3,7'１･１ 31 523 郡.９５２ 883 2２ ‘1９ 2,935 315 ８り 0６ 1,017 568 468 7３ 9５,１２２
３０４ 9.7. (;２ 882 ７．３３２ 337 3７ (),1９ ‘1．５２５ 837 2.l 41 2.806 500 1,,192 5９ 6７１ 229

６ ７ 658 7８ 81８ ３ 91() １８ 戸ｊ■戸４５ 938 《４口０ ０ 3５ .1０１

２ ２１８ 808 556 ｌＩｉ‘Ｉ 2５０１９９ (ilO ６７ 357 ４ 20 1７ 1７７
:1,827 5()７ 1２２ ２．２８７ 257.991｝ ２,'1６４ リ

】 １２６ 7６ 4７ ９002

１ 51 １0参1５ 1１７ 5１９ ２２１ 3３．９８５ ８１４ ８３ 53｣I 1０ 2１ 1３ ２７７
一 ８ 1４１ ９ 828 ４,１() 5２２,６７１ ３，９３７ 4.１３ 157 9５ 5０ 1０ ８７1

１６ ０‘1３ ２．()3(） (;!)(） 13.,IH７ 2.６９１．５００ ２．０３５ 2： １９(） 5２１ 8.1 ６ 1７-１

９ 1,０３２ 3１ 522 ､1．６ 563 2０.２７１ 3,５３２.２６１ l().５３８ １,１{i() 302 713 6-1 ９1 ９０２



… ’

’

〆̅ - - -

軍 ．

１
１
１

-５４-

’

域
面
積

林

野

率

林 野

面 械 材 積

国 イ 』 林

面 積 材 械

日

商

御 坊 市
由 良 町
日 高 町
美 浜 町
川 辺 町
中 津 村
美 山 村
印 南 町
南 部 町
南 部 川 村
塊 神 村

計

４,d100

３ 066
４ 64３

１281

７ 612
８ 706
1６ ８５５
l１ 337

２ 636
９ 4１９２

2５ ４５８

9５ 486

3８
毎 旬

砂イ

6６
･1７

7１
9１
9４

7２

4６

7４

9５

8１

１,６６５

1，７４２

3.067

607

50386
７ 885

1５ 837

８ 208

１205

７ ０７０

２４ 220

７６ 892

1４０,６７６

1９７ 967

294 3２１

7７ 398

635 697

1,１７９ 375

２，８２９ 694

1,030 649
1２０ 735

1.００１ １３５

４．９７６ 585

12,484 232

一

９３

一
２０

1.264
494

８３

１．５４０

３，‘194

３,９１１
一

２,１９９
158,332

66.627

７．５６９

207.4190

446.128

１，６６５

1,742
２．９７４

６０７

５，３８６
７８６５
1４ 573

７ 714

１205

６ 987

2２ ６８０

7３ ３９８

１４０,６７６

1９７ 967

290 410
７７ 398

635 697

1．１７７ 】７６

29６７１ 362

964 022
1２０ 735

993 566
.i.７６９ 095

1２,０３８ 1０４

西

牟

聾

田 辺 市
白 浜 町
上 富 田 町
中 辺 路 町
( 富 田 川 叶 ）
大 塔 村
日 置 川 町
す さ み 町
I I I 本 町
( 日 澄 川 計 ）

計

1３
６
５

2１

4７
2１
１３

1７
９

6１
109

728
555

528

316

127
８３７
６１２

363
１４1
953
０８０

5７

6７
7０

9２

7６

9７
8８

9４
8０

9１
8５

７

４

３

1９

３５
２１
1２
1６

７

5６
９２

844

372
883
877

976
078
028

279
272
657
633

813

499

4‘1６

２，４３７

４ 1９６

４ 627
２ 732

３ 203
１1３３

11 696

1５ 893

320

158
555

4０１

434

828
552

100
1４1

621
055

６４

５７

1,５９９

１,７２０
1.334

５

１，１７９

一
2.518
４．２３８

１,１６９
４066

168 834

174 069
8７ 301
400

121,330

209,031

383 1００

７

４
３

1８

3４
1９
1２

1５

７

5４

８４４

３０８

８２６
278

256
744
０２３
1００

272
１３９
395

８1３

4９７

442

2,268

４022

４540
２732

３０８１

1 1３３
1１ 487

１５ 509

320

989
489

567

365

527
152
770

1４１
590

955

東

牟

鯉

新 宮 市
熊 野 川 町
本 宮 町
北 山 村
( 熊 野 川 計 ）
那 智 勝 油 町
太 地 町
古 座 町
古 座 川 町
( 古 座 川 計 ）

計

８ 002

1７ 655
2０ 439
４ 729

5０ 825
1８ 426
581

４．５８７
2９．３７６
5２．９７０
103.795

8２

9４
9２

9７

9２
8６
60

8２

9５
9１

9１

６ ５５９

1６ 621
1８ 897

４ 592
4６ ６６９

1５ 867
3５１

3.753

2８，０４０
4８,０１１
9４．６８０

１0３１

２ 0３１

２ 448
622

６，１３４
２０４１８

4９

433

４，７６１
7,662

１３,７９７

347

410
652
921
330

633

497

448

１１５

693

023

８９９

９７９
３，５２０

４１1

5.809
２４８

９３４
1．１８２
６，９９１

１２５ 640

5０ 033

364 084

2３ 912

563 669

4０ 450

１０５,２５５
145.705

709,374

５ 660
1５ 642

1５ 377
４ １８１

4０ 860
1５ 619
351

３．７５３
2７,１０６
4６，８２９

87.689

905

１,９８１

2,084

599

5,570

2,378
４９

433

４，６５５

７．５１６

１３,０８７

707

377

568

009

661

183
497

448

860

988

649



有民 林 人 口
60綱明１日
国勢調査
（概要）

計画対象外
森 林

地 域 森 林 計 画 対 象 森 林
計 人 工 林 天 然 林 人工

林率
その他

面積 材 積 面 積 材 積 而 穂 材 穂 面 積 材 積
1,656 140.068 1,602９ 6()８ 3６ ７，８７３ １３２,１９５ 1８ ２ 3０．４４６

1８ 7６１ 1.724 197.206 238 4３，３０９ 1,457 １５３,８９７ ２９ 刑 ９．２７３
２，９７４ 290,410 342 4８，８５２ 2,512 241,558 1２０ 1１ ６．９７５
607 7７，３９８ ９１ 509 5２,０１０2５，３８８ ７ 1５ ９．０４２

８ 340 ５．３７８ 635.357 １．８６１ ２９(),６２‘１ 3,ｊ1９４ 344,733 ２３ 3５ ６．６１５
５ ２１０ ７，８６０ １，１７６．９６６ ５．３８２ ９６９，８４４ 2,445 2０７，１２２ ３３ 6８ 2.649

1４,５７３ 2,671.362 ８．６２２ 1,869,046 5,891 802,316 ６０ 5９ 2,741
５ 209 7,709 963.813 ３．２８８ 543,438 4，４０８ 120.375 1３ 4３ 1０，６１９

竃 120.566 1８７４ 1６９ 1,201 2６，８８７ 9９８ 9３．６７９ 1６ 1６ ８，６４９
８５ ６．９８５ 993,48］ 3,682 698,927 3,248 294,554 ５５２ 5３ 6,609

1５．９３３2２．６８０ 4,769,095 ３,９３１,６７５ 6,434 837,420 ３１３ 70 5，１１０

1２．０３５．７２２ 3９．６６２ ３２．９９８５】 2.382 7３．３４７ ８．４５５，８６３ ３．５７９．８５９ 687 5４ 9８．７２８

7.137 ７，７２７ 806,183 ２，７０５ ２９４，７１８ 4,841 511,465 1８１１１７ ３５ 7０．８２７

8,166 ４．１７５ 489,823 1．７４７ ２２２．７３７ ２，３７６ 267,086 ５２ 4２1３３ 1９，３４１

４ 291 ３，８２２ 442,198 ２，７７９ ３３２，１７８ 1,004 １１０,０２０ 詞 12.7027３

2０ １,３４０ 1８，２５８ ２．２６７，２２７ 1４．１７３ １．８３１，７８４ 3.993 435,443 ９２ 7８ ４．３４４

274 1６，９３４ 3３．９８２ ４,００５.４３１ ２１，４０４ ２．６８１，４１７ １２，２１４ １．３２４．０１４ 364 6３ １０７,２１４
１９.７４４ ４．５４０，５２７ １４,３３３ ３，７９９．２７０ 5,323 741,257 ８８ 7３ 3,３５１

1２．０２３ ２，７３２．１５２ ８．１０５ ２．２８(),２２３ 451,9293.899 1９ 6８ 5.923
1５．１００ ３,０８１,７７0 1０，４２９ ２，５９６，６９２ 4，６１９ 485.078 ５２ 6９ ６．７７７
７．２７２ １,１３３,１'1１ ３，７１５ ７７７．６８９ 3.532 355,452 ２５ 5１ 1８．２４１
5４，１３９ 1１．４８７．５９０ 3６．５８２ 9.453,874 1７，３７３ ２．０３３．７１６ 1８４ 6８ 3４，２９２

141.506274 1６，９３４ 8８．１２１ 1５．４９３．０２１ 5７，９８６ 1２．１３５，２９１ ２９．５８７ ３．３５７．７３０ 548 6６

５．６６０ 905,707 ４，６０７ 787,732 １,０００ 117,975 5３ 8１ 38.23(）
～

琴 1５,６４２ １,９８１,３７７ ９，４８８ １,４２５,５１８ 6,037 555.859 １１７ ６１ ２，２３４

1５．３７７ 2.084,568 1０,７０４ 1,566,598 4,548 517.970 1２５ 7０ ４，６２４
４．１８１ 599.009 ２，９１４ 454,686 1．１７８ 144,323 ８９ 7０ 686

I().８６０ ５，５７０．６６１ 2７，７１３ 《1,234,534 1２,７６３ １,３３６,１２７ 38‘１ 6８ ４５，７７４

１５.６１９ 2.378,183 ８，８７３ 1,680,285 6,706 697.898 4０ 5７ 2２，２４８ 二

3５１ １９,４９７ 1３２ ２９，３７２ 21‘１ 2０，１２５ ５ 3８ 41.31jl４

〆
〆
〆

３．７５３ 433,448 １,４３'l 230,477 ２．３１６ 2()２，９７１ ３ 3８ ６．９０７

2７，１０６ 4,655.86(） １６,７４３ 3,250,956 1０，３３３ １,４０４,９０４ 3０ 6２ 1,583

4６．８２９ 7.516.988 2７．１８２ 5．１９１，０９０ 1９,５６９ ２．３２５，８９８ 7８ 5８ 3８，０５２ 〆

87,689113,087,64915'1,89519,425,62'l 3２，３３２ ３，６６２，０２５ 462 6３ 8３，８２６

-５５-



樹種別面稲２
｜

昭和61年度
単 位 面 積 : I B

〈．》

へ雲》■

’
-５６-

人 工 林

ス ギ ヒノキ マ ツ 広葉樹 計

天 然 林

マ ツ その他
針葉樹

その他
広葉樹 計

針
葉
樹
計

広
葉
樹
計

県 計 91､373 109.444 7,307 1,000 醜,124 11,227 1,233 117,833 1釦,293 鱒4,鯛０ 118,鎚３

海

草

和 歌 山 市
海 南 市
野 上 町
美 里 町
下 津 町

計

8７
248
4 “
3,355
2８

4,1"

卿

鉛８

約１

2,036
訂
的

麺
2７
1１
4２
1４
銘３

記
6７
７
１２
１
170

釦６
710
973
5,445
7０

8,”４

2,248
415
１４1
銘
２

2,髄４

一

■■■■

一

一

ー

向可〕 074
１田５
１108
１認５
別８

7,"０

5,322
釦

1,249
1,443
650

10.714

Ｆノ。 971
１058
１107
戸田】 491
7１

10,的８

3,157
1,702
1,115
1,397
餌９

2０

那

賀

岩 出 町
打 田 町
粉 河 町
那 賀 町
費志j1l町
桃 山 町
計

田

3⑲

1,127
３１９
３

644
2,511

田

弱７

1,436
340
４

743
2, "O

鑓
196
1節

別
剥

万

弱９

９
1２
3９
２
５
2９
鮎

1釦

914
2,7兜

砥
輪

1,4鮒

6,的６

3妃
側１

6略

115
306
449
2５

一

ー

一

一

-

ー

714
別６

789
顕
蛇
562
3,羽６

１０
1,247
1,395
408
398
1,011
5,艶１

499
1,303
3,銘５

7銘
347
1,913
8,225

7鱈

函

艶８

弱５

9７
鉛１

3,3蛇

伊

都

橘 本 市
間野ロ町
かつらぎ町
九度山町
間 野 町
花 園 村

計
蝿の川謝

1,765
153
1,田５
914
3,鮪８
2,鋤６
１l0１３1
17,824

1,848
166
1,742
弱４
齢

759
9,955
15 ,W

528
8７
122
１７1
375
161
1.444
2 . “

218
116
3１
3９
４
１１
419
唖

4,359
記２
3０

2,078
8 , 翅
3,7訂
理,瓢９

37,049

1,061
91
212
195
錘１
６

2,銘６

7,475

ー

一

ー

０
115
-

１１５
115

1,"９
記０

1,312
848
1,濁８
578

5,㈹５
16,751

2,3印
411
1,524
1,“３
2,194
584
8,106
24,341

5,釦２
497
3,911
２2別
９455
３732
2５ 031
4３ 9劃

1,印７

4記

1,343
師
1,262
”
6,舵４

17,"６

有

田

有 田 市
濁 浅 町
広 川 町

吉 備 町
金 屋 町
清 水 町

計

２
鮨

485
創

1,3S
髄

11040

０
118
1,765
9６

2,図８
4,273
8,900

１
3６
6１
9２
１２７
317

１

1
一

1１
１
1４

３
1 “
2,287
題１

4,109
13,487
20,訂１

7９
4５
路
1４
194
110
467

ー

-

１
０
２
2９
3２

弱９
証

記
駒０
3,741
１“
1〔 039

“８
640
2,輪４
814
3,9訂
3５

10｡弱８

81
2側
2,312
235
4,294
13,625
20,756

570
弱５

2.439
卸

3,7艶

1,"７

10,"３

日

尚

御 坊 市
由 良 町
日 商 町
美 浜 町
川 辺 町

IO
5６
102

496

2５
１８１
236

1,364

０
ー

４
9】

１

１
ー

１

3６
238
342
91

1,861

71

ー

６

１

２

０

１531
１455
２512
503

3,493

1,602
1,457
2,512
5()９
3,494

106
239
342
9７

1,861

1,532
1,456
２．５１２
503

3,494



童

▲

』琴
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人 ［ 林

ス ギ ヒノキ マ ツ 広蕊樹 計

天 然 林

マ ツ その他
針葉樹

その他
広葉樹

１．千四肋

針
葉
樹
計

広
葉
樹
計

日

間

‘ ' １ 津 村

災 山 村
印 南 町
南 部 町
南 部 川 村
鼬 神 村

計

2,012
5,121
874
5８

1.036
9,446
19,211

3.240
3,356
2,407
129

2.626
６236
1９ 800

130
129
７

20
220
601

０

1６
０

0
31

5０

5,382
8.622
3,288
187

3,682
1５ 933
3９ 662

《ｊ８

4４
｛３

６
304
444

２
131
１

ツ
ー

‘139

577

2.436
5.716
4,402
998
3,240
5,691
31,977

2.445
5.891
』1.408

998
3.248
6,434
32,998

5,391
8,781
3.29.1
187

3,690
16.615
40,633

2,436
5,732
4,402
998
3,240
5,722
32,027

西

牟

典

田 辺 市

白 浜 町
上 富 田 町
中 辺 路 町
(富田川計）
大 塔 村
日匿川町
す さ み 町
串 本 町
(日匿川計）
計

592
344
弱３
4,蹄２

60"1

5,455
1４

2,釦６
l0"４
10,810
17, " l

１9鴨
１l "
２㈹０
８9認
1４ 0型

8,712
5,737
７816
２570
別 閏５

3８ 857

203
187
l 別

374
948
１４２

3羽
303
101
認５
1,833

５

2２
２
1４
4３

2４
1５
３
1０
艶

9５

ｒ
〃
』

Ｉ
２

1４
２１

1４
８
10
３
記
貝ラ
ン ｑ

705
747
779
173
㈹４

認３
105
429
715
記２

肥６

5記

369
102
１１０
1,109
4７
9９
4３
4６
235
1,344

4９
釦

6１
3３
０
７
101
1５１

4,313
2,㈹７

" l
3,834
11,055
5,215
3,767
4,576
3,479
17,037
28,092

4,別１

2,訂６

1,m４
9３

12,214
5,323
3,鶴９

4,619
3,5鑓

17,373
29,587

3,228

2,的４

2 ,画
14,318
22,520
14,417
8,配２
10,463
３7記
3６ 8錨

7３ 732

4,318
2,舵９

卯３

3,8錫
11,0銘
5,露９
3,7鑓

4,579
3,4田
１７,０"
銘,187

東

牟

典

新 宮 市
順 野 川 町
本 宮 町
北 山 村
(照野川計）
那智勝浦町
太 地 町
古 座 町
古 座 川 町
(古座川計）
計

２754
５598
４１３９
１620
1４ 111
４163
6６
485
7,記５

11,999
26,110

１蝿
３779

６3侭
１2釦
1３ ０７６
４473
6６
9別

8,876
14,349
27)425

199
１１０
200
1l
5羽
221

ー

1４
銘２

817
1,337

０
Ｉ
ワ
ー

３
６
1６

１
０
1７
2３

４607
【し》 4鴎

IC 704
２914
2７ 713
Ｅg７３
132
1,434
16,743
27,182
54,田５

2４
8０
3８
4５
l 師

７
７
１

172
187
374

１
3侭

３
１

3館
2８

０
１
2９
397

975
5,594
４釦７

１1鉈
1２ 釦８
６671
207
2,315
10,160
19,353
31,561

1,000
3７

4,548
1,178
12,763
6,706
214
2,316
10.3"
19,569
32,332

４632
９9釦
lC 743
２ 957
銘,262
8,892
139
1,434
16,916
27,381
55,“３

駒５

5,5弱

４釦９
１135
1２ 214
６687
幻７

2,316
10,1m
19.370
31,584



３山村地域（振興山村）現況一覧表

ト

へ

”

念藝
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市町村秘 地 域 名 総 伽 徽
A ( h a )

林野面穣
B ( h a )

林野率
B / A

総人1-１
C(人）

人口密度
C / A 指定年度

l l l 辺 市 秋 i i t 川
艮 野

2.5圏
2.204

２，２７５

1.738

9０

７９

1,041
1,316

０．４１
０．６０

4４

４４
ｉｌｅｃｇ

凸■

■
ＰＢ

ゴ
日

のゆ
け
■
０

１＃ 1 曲 ｉ 川 ５．６１０ ５．２２２ 9３ 606 ０1１ 4６

捷１１４町

真
細 野
国 吉
長谷毛原

1,331
646

1.587
2,839

1,１０５

631
１．３１５
2.496

鯛
兜
邸
鯛

596
182
647
119１

０

０

０

０

４５
２８

４１

３９

4３
４３

４３

４３

野 I : 町 麓 野 870 551 6３ 706 ０81 4５

#t１l 町 細 野 941 874 9３ 245 ０ ２６ 4６

" i ８ 町 靹 淵 3,061 2.631 8６ １.Z８ ０４１ 4６

Ｉ# j 野 町
野
賞

高
富

０

３

１ 220
381

９

３

867
096

9７
９２

5.843
1,393

０

０

5７

４１
4４
４４

花 圃 村 花 Ｉ 刺 ４824 ４457 9２ 801 ０ 1７ 4１

余 峨 町
石 垣
岩 倉

４

１
１６７
５９２

３

１

404
250

8２
７９

2,077
832

０

０

5０
５２

4２
４２

捕 水 町

八 幡
安 締
五

岩 愈

1１
２

３

１

076
737
３１７
１３９

９，７１４
2.477
3,253
995

8８
９１
９８
８７

3.601
835
543
682

０

０

０

０

3３
３１
１６
６０

4３

４３

４３
４３

川 辺 町
１
勺マ

ー

！

丹 生
１
３
950
743

１．６１６
１,８１５

8３
７５

1,077
2.729

０

０

5５
７３

4７
４７

中 抑 村 船 符
川 中

４

３

800

906

４

３

286

580
8９
９２

１

１

631
098

０

０

3４

２８

4１

４１

)E１１１村
川 上
鰹 川

７

８

912

943

７

８

611
238

9６
９２

2,285
919

０

０

2９

１０
4０
４０

龍 神 村

蝋 神
l : 山 路
中１１１路
ド l l l 路

２

６

１

４

１ 416

991

878

173

２

６

１

３

１ 161

624

557

785

9８
９５
８３
９1

1,071
1,688
1,139
1,455

０

０

０

０

０９

２４
６1

３５

4３

４３
４３

４３

I肖部川村
消 川
, 脚 ｉ 城

２

３

843

539

ワ
】
？
】

505
948

8８
８３

880
1.564

０

０

3１

４４

4４

４４

町 災 ３848 ３ 534 9２ 1.267 ０3３ 4５

l'１i!(IIII
1(1.i'illl
北１IM川

２

１

604

帖３

２

１

1８５

３４１

４

０

８

８

2,512

1.501

０

０

9６
８９

4５
４５



蓮

尖

樺

(注）１９８０年世界股林災センサス(IIIIM)、５５年国勢淵fr(人[1)によるぐ

-５９-

市町村箔 地 域 名 総 I h i M
A ( h d )

林野【ｍ隙
B ( 加 ）

林野竿
B / A

総人１１
C(人）

人口密度
C / A 桁定年度

中辺路町
栗 棚 川
二 川
近 野

7,258

7.797

６,２６１

6,451

7,369

5,795

8９

９５

９３

2.521

1,031

1,082

０．３５

０．１３
０.１７

4３

４３
４３

大 塔 村
川
里

川

鮎
寓
三

２

８

０１

886
724
227

２

８

９

598

579
788

9０

９８
９６

1,799

918
795

０

０

０

6２
１１
０８

4２
４２
４２

上富出町 生 １944 １700 8７ 1.578 ０ 8１ 4５

I｣置川町
舞
添

舌

一

Ⅱ

一

Ｉ

ハ
ベ
四
再
〃
０

６

７

７

６

８

０

〔
。
〈
ｂ

368

693

8７

９５

1,254

923

０

０

3２
１３

4４
４４

すさみ町

周 参 兄
大 郁 河
佐 本
望 鋒

５

５

３

１

407
238

621

１１０

４
“
“
戸
崎
叩
内
く
》
。
■
Ⅱ
凸

850
002

491

105

9０
９６

９６

９９

４，７６１
３５３

４９４

１６９

０

０

０

０

8８
０７

１４

１５

4４

４４

４４

４４

串 本 町 f l l 深 ３617 ３252 9０ 2,036 ０ 5６ 4６

那Ｗ勝浦町
川
川

色
太

７

４

547

564

【
ｆ
Ｈ
-
月
峪
。

204

180

9 ６ １ ７ ３ ６

9２ ’ １,９２９

０

０

1０

４２

4３

４３

古 座 町 田 原 ２899 ワ
ー 463 8５ 1,403 ０4８ 4２

古座川町

商 池
明 神
皇１６川
七 川
小 川

３

３

３

０

７

１

867

599

９３９
８４７

】２４

３

３

３
０

６

１

834
207

695
175

828

9９

８９
９４

９４

９６

１，８８８

786

661
１．３７９

316

０

０

０

０

０

4９

２２

１７
１３

０４

4０

４０

４０
４０

４０

野川町

敵 Ｉ 皇
ﾉ し 亜
玉 概 I I
A i l ! 野
小 １ I

２

２

１

３

８

598

035

027

608
387

２，３５９

1,797

９３８

３，１８６
８．２２１

９１

８８

９１

８８
９８

382

455

9３
988

516

０

０

０

０

０

1５

２２

０９
３２

０６

4４

４４

４４
４４

４４

本 宮 町

号Ｉ； 川011J

l叫
§ Ⅲ｡

◎
八
》
、
く
》
《
〃
ｆ

7()7
75‘'１

０２０

８

３

６

262
5‘14

086

9５
９４

８７

1．０５７
１,２２５

１．７７４

０

０

０

1２
３

５

３

２

4１
４１

４１

北 山 村 北 １ I １ ‘１ ｛ｆ６ ‘１ 536 9６ 788 ０ 1７ 4５
●１毛呂凸日Ｉ 6５ ク“』 578 272.69３ 9２ 8３．２２９ ０．



４林務関係行政組織図

課

部

部

部

究

査

務

研

調

修

験

営

総

試

経

研

林
業
セ
ン
タ
ー

総 務 班

計 画 普 及 班
木材森林組合班

林 道 班

林

政

課

少 ,■

”

課

係

務

営

総

経斗
林
木
育
種
場

盈 務 野
農

林

業

課

林
首 山 雄

藻 林 保 全 爵部

山
村
産
業
試
験
場

調 整

振 興

櫛 造 改

-[驚喜:雲覺班

班

班

山
村
対
策
課

グ ー
, 」

”

善

総 務 課

造 林 課

緑 化 課

日 高 出 張 所

総 務 課

業 務 課

林
業
公
社

植 物 公 園
緑花センター

-６０-



海草県事務所「

ト一一林 務 課

那賀県事務所」

-61-

庶務係

造林係

森林土木係

指導普及係



５和歌山県林業関係団体一覧表 昭和61年４月1H現在

’

一 一

､麹

〆 ～《"

-６２-

名 称 代表者名 所 在 地 i鴎鐇号

和 歌 l l l 県 林 業 公 社

和歌山県森林組合連合会

和歌山県木材協同組合迎合会

和歌山県山村振興協議会

全 国 過 疎 地 域 振 興
連 盟 和 歌 山 県 支 部

和 歌 山 県 林 道 協 会

和歌山県治山防災協会

和歌山県緑化推進会

和 歌 山 県 木 炭 協 会

和歌山喋輔長炭技術保存会

和鞠UMI特用林産握興連絡協霞会

和歌山鼎山林鰯苗協同組合

和歌山県公団造林協会

和歌山県 林業研究グループ
連 絡 協 鍛 会

和歌山県林業技術腎及協会

和歌山県林材振興協議会

和 歌 山 県 猟 友 会

林業・木材製造業労働災害
防止協会和歌山県支部

和歌山県林業経當協護会

紀州材流通促進協識会

グリーンﾏｲｽﾀｰ連絡協議会

紀 州 林 業 懇 諮 会

紀 州 林 業 懇 話 会
背 年 部

仮 谷 志 良

山 中 禎 次

樋 本 長 平

' 1 幅明俊彦

仮 谷 志 良

松 本 光 昌

柏 木 利 三

仮 谷 志 良

日下善右衛門

〃

”

山 中 一 晃

山 中 禎 次

真 砂 典 明

山 中 禎 次

仮 谷 志 良

築 野 秀 太 郎

榎 本 長 平

高 垣 修 三

山 中 禎 次

森山富士男

北 村 械 逓

広 本 喜 亮

6 ‘ 1 ０ 蝿 建 設
和歌山市湊通りJ北1１-目１-８会館内
640
和歌山市湊通り丁南４丁目１４番地
640
和歌山市西浜１６６０
６４０和歌山市小松原通り】-！懲鵯村

〃 〃

” 、 県庁林政課内

〃 県庁林業課内

” 〃 〃

6 4 6 西 牟 嬰 県 事 務 所
田辺市朝日ケ丘２３-１林業指導課内

640
” 〃

和歌山市小松原通り１-１県庁

"

山村対策課内

県庁林業課内
640
和歌山市湊通り丁南４丁目１４
６４０

林業会館
内

和歌山市小松原通り１-１県庁林政課内

” "

〃 〃

640
和歌山市友田町３丁目１４瀞地
640
和歌山市西浜1660
640
和歌山市小松原通り１-１典庁林政課内
640
和歌山市湊通り丁南４丁目１４県森連内
649-21
西牟婁郡上富田町生馬１５０４-１ 林業セン

ター内
646
JI醗肋田辺市新庄町2019奥砂商店内

〃 〃

0734
26-0505
0734
24-4351
0734
46-0592
0734
32-4111

”

〃

″

”

０７３９
22-1200

〃

0734
32-4111

〃

0734
24-4351

0734
32-4111

”

〃

0734
31-4290

0734
47-2262

0734
32-4111
0734
24-4351
0739
47-2468
0739
22-1609

〃
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